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 名瀬労働基準監督署 

TEL 0997-52-0574 
FAX 0997-52-6869 

労災かくしは犯罪です。 

労災事故があった場合は、所轄の労働基準監督署に「労働者死傷病報告」を提出してください。労災事故に健康保険は使えません。 

労働基準関係法令 

各種様式集 
（http://kagoshima-roudo

ukyoku.jsite.mhlw.go.jp/

hourei_seido_tetsuzuki/h

ourei_youshikishu.html） 

鹿児島労働局ＨＰ 

（ http://kagoshima-ro

udoukyoku.jsite.mhlw.

go.jp/） 

職場のあんぜんサイト 

（http://anzeninfo.mhlw.go.jp/） 
■労働災害統計  ■災害事例 

■リスクアセスメントの実施支援システム 

■化学物質    ■免許・技能講習 

あんぜんプロジェクト 
（http://anzeninfo.mhlw.go.jp/anzenproject/） 

労働災害のない日本を目指してともに活動して

いただけるメンバーを募集しています。 

働き方・休み方改善ポータルサイト 
～ 効率的に働いてしっかり休むために ～ 

企業の皆様が自社の社員の働き方・休み方の改

善に是非ご活用ください。 

（http://work-holiday.mhlw.go.jp/） 

働く人の 

メンタルヘルス 

ポータルサイト 

「こころの耳」 
（https://kokoro.mhlw.go.jp/） 

 

鹿児島県の最低賃金 

1時間715円 
(http://kagoshima-roudoukyok

u.jsite.mhlw.go.jp/library/k

agoshima-roudoukyoku/jirei_t

oukei/pamphlet_leaflet/roudo

u_kizyun/saitin/saitin.pdf) 

 

「労基署だより」は、労働局ホームページ（http://kagoshima-roudoukyoku.jsite.mhlw.go.jp/news_topics/kantoku/naze-rouki.html）に掲載しています。

 

 

名瀬労働基準監督署管内で平成29年1月から6月までに発生した休業4日以上の労

働災害は、前年同期(50人(速報値))より17人少ない33人(速報値)となりました。 

性別では男性19人、女性14人で、年齢では30歳代10人、40歳代7人、50歳代9

人、60歳以上7人となっています。 

業種でみると第三次産業が13人(中でも保健衛生業が 

8人)、建設業が9人、農林業5人、製造業4人(すべて 

食料品製造業)の順で多く発生しています。 

また、事故の型でみると墜落・転落が8人、転倒が6 

人、動作の反動・無理な動作が6人で、これらを合わせ 

て全被災者の6割を占めています。これら事故の型から 

判断すると、「高所作業における適切な手すりなどを備 

えた安全な作業床の確保」、「安全で有効な通路の確保」、「重量物を取り扱う時にお

ける身体に負担がかからない体勢の確保」など基本的な事項を踏まえた対策が必要であ

ると思われます。事業場におかれましては、これらの対策について、重点的な取り組み

を今一度よろしくお願いします。 

前述のとおり、昨年同期より減少はしていますが、昨年は結果的に過去最多(確定値

103人)でしたので、楽観視できません。各団体におかれても引き続き、災害防止につ

きまして、ご理解とご協力及び傘下事業場への周知・啓発をよろしくお願いします。 

☆☆ 平成29年1月から6月までの休業災害(速報値)は33人 ☆☆

― 対前年同期比17人減少 ― 

 

 

高校生等を、夏休み期間中に臨時的に使用される事業主もあると思います。 

18歳未満の年少者を使用する場合にも労働基準法等が適用されます。年少者の

健康及び福祉の確保等の観点から、その就業に様々な制限を設けて保護を図って

います。このような趣旨を十分ご理解いただき、特段の配慮をお願いします。 

また、中学生は原則使用禁止ですので、重ねてご留意ください。 

主な保護規定 ポイント 

①労働条件の明示 「労働条件通知書」を交付しましょう。 

②賃金の支払い 最低賃金以上の金額を支払いましょう。 

③労働時間 1週間40時間、1日8時間以内としましょう。 

④休憩時間 6時間を超えるときは、途中に45分以上の休憩を与え

ましょう。 

⑤休日 原則として休日は毎週1日与えましょう。 

⑥年齢証明書等の備付け 事業場に住民票記載事項証明書等を備えましょう。 

⑦労働時間・休日の制限 時間外・休日労働は禁止です。 

⑧深夜業の制限 22時から翌5時までは使用禁止です。 

⑨危険・有害業務の制限 機械運転、高所作業、特殊の遊興的接客業等就業が制

限、禁止されている業務が多々あります。 

⑩雇入れ時の安全教育 仕事に必要な安全衛生教育を行いましょう。 

⑪労働災害補償 業務上又は通勤による災害は、災害補償の対象です。 

 

☆☆ 高校生等を使用する事業主の皆さんへ ☆☆ 

－ 年少者にも労働基準法等が適用されます！ － 

全産業 33人 

第三次産業 13人 

建設業 9人 

農林業 5人 

製造業 4人 
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